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錦
替
の
逆
調
に
よ
る
輸
出

増
加
に
就
て

L 

k
r
H
H
1
-
同
国
上
に

m恥

ノ一

I
'
稲

川

柑

コ

佐
hv

我
闘
に
於
け
る
近
時
の
封
外
活
替
相
場
の
崩
落
は
、

我
図

ω封
外
信
用
並
に
貿
易
上
に
穏
々
な
る
影
響
を
及

ぽ
す
が
た
め
に
、
芸
品
剖
策
が
銑
に
屡
々
論
守
ら
れ
T
ゐ

る
が
、
其
等
の
意
見
の
中
に
は
、
元
来
、
桂
川
替
相
場
の

活
訓
は
商
品
の
輪
出
を
有
利
に
し
其
輸
入
を
不
利
目
す

る
こ
正
に
成
る
か
ら
、
是
を
其
僅
放
任
し
て
置
い
て
も

所
謂
自
動
的
調
節
の
行
は
れ
る
こ
吋
山
喉
ぺ
味
噌
畑
町
一
噛

復
す
る
、
従
う
て
縛
替
の
逆
剖
酬
は
敢
℃
意
正
す
る
に
足

ら
ぬ
ご
い
ふ
の
が
ゐ
る
。
拡
が
認
に
少
じ
〈
越
ぺ
て
見

ょ
う
ご
思
ふ
の
は
、
潟
替
の
逆
調
に
基
〈
輪
出
の
有
利

己
い
ふ
こ
さ
は
如
何
に
し
て
起
h
得
る
か
ご
い
ふ
こ

吉
、
及
び
、
斯
〈
し
て
生
C
た
る
輸
出
の
増
加
は
良
好



な
e

る
結
果
を
英
闘
に
獲
す
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
就

τ

で
あ
る
。
そ
れ
に
就
て
先
づ
明
に
な
じ
置
〈
〈
き
こ
さ

は
姦
に
い
ふ
潟
替
の
逆
明
酬
は
、
特
に
不
換
紙
幣
岡
又
は

金
の
輪
出
禁
示
を
な
せ
る
闘
の
、
金
の
輪
出
入
の
自
由

な
る
固
に
劃
す
る
匁
替
相
場
が
、
金
輪
出
貼
を
越
へ
て

ゐ
る
も
の
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
現
時
の
日
米
銭
替
は

主
(
通
例
で
あ
る
。

き
て
、
私
は
読
越
の
順
序
上
、
右
に
い
ふ
掛
川
芳
の
逝

闘
が
何
時
で
も
輸
出
を
増
加
せ
し
め
斡
入
を
減
少
ゼ
し

む
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
、
最
初
に
通
ペ
る

必
要
が
あ
る
。

一
銭
替
の
述
調
=
輪
出
入
の
増
減

匁
替
相
場
が
逝
調
に
な
れ
ば
、

ι、
れ
が
金
の
聡
出
入

結
eT
限
界
正
し
て
動
い
て
居
る
時
に
比
イ
て
、
聡
出
が

一
訂
ひ
易
〈
な
り
禁
輸
入
が
行
ひ
難
〈
な
る
傾
向
の
あ
る

こ
ご
は
疑
を
容
れ
な
い
。
蓋
し
輸
出
者
は
多
〈
の
自
国

遁
貨
を
受
取
り
得
る
-
」
ご
に
な
り
、
聡
入
者
は
従
来
よ

り
も
多
〈
の
自
国
通
貨
を
支
携
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か

ら
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
此
傾
向
あ
れ
ば
ご
て
、
事
質

上
輸
出
が
常
加
[
総
入
が
減
少
す
る
た
め
に
は
、
物
園
慣

曜E

銀

熔
替
白
話
調
に
よ
る
輸
出
帯
加
に
就
て

の
扶
態
が
大
な
ろ
関
係
を
持
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
骨
川
替
相

場
さ
物
耐
個
Z
を
比
較
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ

ば
、
潟
替
相
場
が
逝
調
Z
な
b
郎
ち
白
岡
貨
幣
の
艶
外

債
値
が
紙
落
し
て
も
、
其
程
度
が
物
債
の
騰
実
的
も
自

国
貨
幣
の
封
内
債
値
の
低
落
以
下
で
あ
る
な
ら
ば
、
決

し
て
輪
出
の
奨
励
=
乙
な
ら
な
い
。
否
却
っ
て
聡
入
を
助

長
す
る
に
至
る
か
も
L
ら
泊
。
従
っ
て
「
鋳
替
の
逆
調

が
輸
出
を
増
加

L
総
入
を
減
少
せ
し
め
る
北
め
に
は
、

其
逝
調
(
自
国
貨
幣
の
劃
外
債
値
の
低
落
)
の
程
度
が
、

物
債
の
騰
貴
(
自
閥
貨
幣
の
封
内
債
値
の
低
落
)
の
程
度

以
上
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
」
さ
は
理
論
上
稀
ゼ
ら
れ
て

ゐ
る
事
柄
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
向
少
し
(
考
へ
て
見
る
ご
、
右
い
ふ
ご

こ
ろ
の
白
岡
貨
幣
の
劃
内
原
備
は
、
通
常
是
を
計
る
に

一
般
物
価
慣
指
数
を
以
て
す
る
の
で
あ
る
c

此
の
一
般
物

償
指
数
な
る
も
の
は
時
に
依
っ
て
騰
落
相
反
す
る
個
々

の
債
格
の
卒
均
で
あ
る
場
合
も
あ
る
か
ら
、
般
A
T
一
般

物
園
間
指
数
の
勝
賞
程
度
は
矯
替
相
場
の
逆
調
の
程
度
よ

ち
も
低
〈
て
も
、
或
物
の
債
格
が
其
平
均
よ
り
可
成
・
り

高
〈
且
っ
そ
れ
が
重
要
輸
出
品
で
あ
る
様
な
場
合
に

第
十
九
巻

{
第
三
銃
一
四
九
)

四
豆
七



雑

嬬
替
の
悲
調
に
よ
る
愉
出
増
加
に
脱
て

録

は
、
共
も
の
、
輪
出
MM
増
加
じ
得
な
い

-
3」
、
な
る
。

且
又
す
ぺ
て
の
個
々
の
償
格
の
騰
貴
程
度
が
矯
替
の
逆

調
務
度
よ
hJ
低
レ

Z
L
て
も
、
英
図
の
物
僚
に
比
べ

τ

相
手
闘
の
物
慣
が
一
般
に
蓬
か
に
安
レ
時
に
は
、
前
岩

よ
り
後
者
へ
の
輪
出
が
増
加

L
得
な

Y
-
tも
あ
り
得

eo
。以

上
は
、
匁
替
相
場
が
逆
調
ご
な
っ
た
の
み
で
は
、

必
し
も
常
に
轍
出
の
増
加
、
総
入
の
減
少
ご
な
っ
て
現

は
れ
な
い
こ
ご
を
越
叩
へ
た
の
で
あ
る
が
、
今
、
論
遁
の

便
宜
上
、
震
替
相
場
の
逆
調
の
程
度
が
物
優
勝
貨
の
程

度
以
上
で
あ
る
た
め
仁
、
輸
出
が
促
進
Z
れ
、
輸
入
が

抑
制
さ
れ
る
淑
態
に
あ
り
Z
し

τ、
業
際
輪
出
者
は
如

何
な
る
場
合
に
、
事
質
上
利
盆
h
a
獲
得
す
る
こ
耳
が
出

来
る
か
を
考
へ
て
見
な
げ
れ
ば
な
ら
泊
。

=
輸
出
者
の
利
盆
獲
得
の
原
因

此
結
に
閲
し
て
司
自
E
口
内
同

5
5
M
r
碑
々
の
場
合

を
列
車
中
し
て
考
察
し
1
ゐ
る
。
そ
れ
に
擦
る
ご

(
一
)
帆
抽
出
者
が
其
聡
出
貨
物
に
費
す
る
匁
替
手
形
を

責
却
し
た
る
金
額
を
、
検
入
闘
の
貨
物
買
入
の
支
梯
じ

ヌ
て
る
な
ら
ば
刺
盆
は
消
滅
す
る
。
震
替
相
場
が
輪
出

第
十
九
谷

(第一一一抗一五
O
)

四
五
人

に
有
利
で
あ
れ
ば
其
丈
愉
入
仁
は
不
利
で
ゐ
る
か
ら
、

職
出
に
依
て
得
ら
れ
た
る
利
盆
が
、
此
場
合
に
消
滅
す

る
こ
ご
は
嘗
一
然
で
あ
る
。

合
己
奴
一
色
ば
輸
出
者
が
掛
川
替
手
形
の
責
却
代
金
を
以

て
白
閣
の
物
口
聞
を
買
入
れ
る
時
は
H

ど
う
な
る
か
、
此
時

-
-
9
6

、(
イ
)
若
L
其
白
園
商
品
の
債
格
が
紙
幣
の
減
僚
の

た
め
に
令
の
一
打
歩
に
等
し
い
丈
的
勝
支
を
じ
て
居
る
な

ら
ば
利
議
は
消
滅
す
る
で
あ
ら
う
。
(
此
場
合
、
金
の
打

歩
の
騰
貴
は
自
由
鋳
造
制
度
の
存
在
に
よ
っ
て
、
震
替

の
逆
調
の
程
度
記
事
賃
上
同
一

Z
な
る
ご
見
る
)
。

(
こ
そ
れ
ご
一
民
謝
仁
白
岡
商
品
の
勝
賞
の
程
度

が
、
金
の
打
歩
よ
り
少
け
れ
ば
利
盆
は
残
存
し
て
ゐ

e
G

。
(
川
)
真
に
白
岡
商
品
の
騰
貴
の
程
度
が
金
の
打
歩

以
上
で
あ
れ
ば
損
害
を
来
す
。

(
三
)
総
出
者
が
潟
替
手
形
責
却
金
額
を
以
て
首
位
向
債
務

の
排
携
に
充
つ
る
場
合
。

(
イ
)
此
債
務
が
、
金
の
訂
歩
の
存
在
し
て
ゐ
な
か

っ
た
時
叉
は
其
打
歩
が
現
在
よ
り
も
一
一
府
少
か
っ
た
時

Fontana.-Ru5S0， Traitεde politique commerciale. 1908. pp. 127-134 1) 



に
契
約
き
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
聡
出
者
は
利
盆
を
得

る
こ
ご
に
‘
な
る
。

(
ロ
)
此
債
務
が
金
の
打
歩
の
一
一
府
多
か
っ
た
時
に

契
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
聡
出
者
は
損
失
ぞ
蒙
る

で
あ
ら
う
。

(
四
)
続
出
者
が
怨
替
手
形
責
却
代
金
の
全
部
又
は
一

部
を
租
税
の
支
携
に
使
用
す
る
時
。
此
時
も
(
三
)
ピ
同

様
に
刺
盆
を
受
又
は
損
失
を
蒙
昌
二
つ
の
場
合
が
考

へ
得
ら
れ
る
。

(
五
)
職
出
者
が
手
形
貰
却
金
額
を
以
て
賃
銀
の
支
梯

に
充
つ
る
場
合
。
比
時
に
於
て
も
賃
銀
の
騰
貴
程
度
が

令
の
打
歩
よ
り
以
下
で
あ
る
が
以
上
で
あ
る
か
に
依

て
、
輪
出
者
は
利
盆
を
受
け
或
は
損
失
tr
蒙
る
こ
ご
に

な
る
。以

上
各
栂
の
場
合
金
通
援
し

τ知
b
得
る
こ
ご
は
、

輸
出
者
が
事
宵
上
利
盆
を
得
る
こ

Z
に
な
る
の
は
、
主

ご
し
て
柏
崎
替
手
形
の
貰
却
代
金
に
て
、
自
国
の
商
ロ
聞
を

購
入

L
、
賃
銀
或
は
租
税
の
支
抑
を
な
す
場
合
に
、
主
一

両
日
聞
の
債
格
、
賃
銀
戒
は
租
税
の
騰
貴
率
叉
は
増
加
率

一
か
品
曜
の
打
歩
の
増
加
に
及
ば
な
い
時
で
あ
る
。

雑

信
替
の
詑
調
に
k
る
輸
出
噌
加
に
就
て

録

於
之
、
次
の
問
題
は
震
替
の
逆
調
又
は
金
の
打
歩
の

程
度
ご
同
じ
割
合
に
て
其
闘
の
物
価
問
、
賃
銀
等
が
騰
貴

す
る
炉
否
か
古
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
が
、
是
等
の
も
の
、

騰
貴
は
決
し
て
一
様
で
は
な
〈
其
間
に
遅
速
が
あ
る
こ

ご
は
、
史
買
に
依
て
研
究

t
た
る
同
筆
者
の
い
ふ
ご
ご
ろ

で
め
る
o
印

c
t
q
n
E
E
5
の
研
究
に
操
れ
ば
、
同
じ
輪

入
品
の
中
に
於
て
も
、
専
ら
外
閤
よ
り
聡
入
き
れ
な
げ

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
須
替
の
漣
動
に
よ
っ
て
直
接
影

響
さ
れ
る
、
然
し
葉
闘
に
同
様
な
る
競
守
口
聞
の
あ
る
場

合
に
は
、
金
の
打
歩
が
内
閣
ロ
聞
に
劃
す
る
一
穏
の
保
護

税
ご
な
る
か
ら
、
内
閣
の
工
業
を
し

τ、
金
の
打
歩
の

増
加
に
相
藤
守
る
債
格
一
よ
り
も
稿
係
贋
で
内
閲
口
聞
を
由
貿

る
こ

t
e
v
許
3
し
め
る
、
何
Z
な
れ
ば
内
闘
の
生
産
費

は
潟
替
相
場
吉
比
例
的
に
幾
動
せ
な
い
か
ら
で
ゐ
る
。

失
に
輸
出
品
の
債
格
は
金
の
打
歩
又
は
矯
替
の
縫
動
に

依
て
直
接
影
響
さ
れ
る
、
的
も
輪
出
の
有
利
な
る
た
め

に
、
輸
出
者
聞
の
競
争
に
依
て
葉
債
格
が
騰
貴
す
る
。
夏

に
、
輸
出
も
轍
入
も
さ
れ
な
い
物
口
聞
は
、
魚
替
相
場
の
影

響
宇
夜
接
受
け
な
い
、
然
し
其
影
響
》
次
第
に
及
ぶ
傾

向
の
あ
る
こ
ご
を
彼
は
認
め
て
ゐ
る
ω
最
後
に
勢
働
者

(
第
三
統
一
五
一
)

第
十
九
巻

G. SLlbercaSeallX :工eP:'Ipier-Monnaie， T920 pp. 208--2J I. 1) 
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雑
鑓
替
の
詑
調
に
よ
る
輸
出
帯
加
に
就
で

の
賃
銀
、
会
な
の
被
傭
者
の
俸
給
、
家
賃
、
定
綴
枚
入

の
如
き
も
の
に
至
つ

τは
、
或
は
慣
習
或
は
企
業
者
の

慌
抗
に
よ
っ
て
主
(
騰
貴
は
直
ち
に
生
唾
な
い
、
彼
は
此

結
に
関
L
て
皮
質
じ
依
る
研
究
の
後
に
、
「
潟
替
の
下

落
又
は
金
の
打
歩
の
騰
貴
の
生
す
る
時
に
は
、
賃
銀
の

騰
貴
は
直
も
に
生
壱
争
、
寧
ろ
暫
〈
経
っ
て
か
ら
、
し

か
も
通
常
低
き
割
合
に
於
て
生
十
る
ご
一
般
に
言
ふ
こ

ご
が
出
来
る
」
ご
い
っ
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
弦
に
問
題
ご
す
る
聡
出
者
の
利
盆
な
る
も

の
は
、
自
国
の
他
の
岩
山
り
所
得
の
増
加
が
金
の
打
歩
の

増
加
又
は
活
替
の
下
落
ご
比
例
的
で
な
い
-
コ
」
か
ら
生

す
る
の
で
あ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
他
の
者
の
所
得
を
犠

牲
に
し
就
中
努
働
者
、
俸
給
生
活
者
或
は
定
額
般
入
者

が
其
最
も
大
な
る
犠
牲
者
正
な
っ
て
居
る
た
め
で
あ
る

ご
言
ひ
得
る
の
で
ゐ
る
。

此
言
は
決
し
て
澗
断
で
は
な
い
、
最
抵
当
巳

E
が

共
著
に
於
て
逃
べ

τゐ
る
も
の
は
正
に
上
惑
せ
し
ご
こ

ろ
を
裏
書
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
、
英
貿
例
は
馬
克
の

暴
落
せ

L
澗
逸
に
於
て
見
出
す
こ
ご
が
出
来
る

c4F-

5
・
は
言
ふ
「
局
替
相
場
が
先
づ
下
落
す
る
時
は
製
造
業

録

第
十
九
巻

四
大
。

者
に
は
利
盆
ぜ
な
る
、
彼
等
は
熔
替
が
下
落
L
た
る
程

度
に
迄
、
自
閣
の
通
貨
で
現
は
き
れ
た
債
格
を
、
外
国

人
に
艶

L
て
、
よ
り
高
〈
す
る
こ
さ
な
し
に
、
高
め

得
る
。
芸
新
岡
田
格
に
て
彼
等
は
、
以
前
の
低
幸
生
産
費

の
僚
で
製
品
唱
苫
れ
た
る
貯
蔵
品
を
賓
り
其
差
額
を
儲
け

る
こ
ご
が
出
来
る
。
主
(
利
盆
は
彼
等
の
古
い
貯
蔵
品
の

あ
る
限
り
存
描
相
す
る
。
夏
に
、
新
し
い
ロ
聞
が
、
以
前
の

債
格
で
買
は
れ
た
る
残
存
せ
る
芭
こ
ろ
の
貯
蔵
原
料
か

ら
、
又
ぞ
れ
ら
の
原
料
が
謀
、
き
も
た
時
に
は
、
震
替
の
下

落
に
因
っ
て
一
層
高
〈
一
貝
は
れ
た
る
新
原
料
か
ら
製
造

さ
れ
ね
ば
な
ら
見
。
勢
賃
は
其
聞
に
騰
貴
し
っ
、
あ

る
、
然

L
茸
(
勝
賞
は
一
般
仁
物
横
よ
り
も
渥
〈
、
俸
給

は
勢
賃
よ
り
も
尚
一
回
府
議
い
。
(
此
際
)
其
固
に
於
て
作

、
り
出
苫
れ
る
原
料
及
び
食
料
の
岡
田
格
が
如
何
程
遠
か
に

騰
貴
す
る
か
、
且
叉
銭
道
運
賃
の
勝
賞
が
如
何
程
遅
い

か
ご
い
ふ
様
な
問
題
仁
ょ
っ

τ面
倒
が
生
じ
て
〈
る
。

が
然
し
、
概
し
て
言
へ
ば
以
下
遮
べ
る
こ
ご
は
其
で
あ

る
様
に
思
は
れ
る
。
郎
ち
以
前
か
ら
の
原
料
の
貯
蔵
が

あ
る
限
り
、
下
落
し
た
る
匁
替
は
向
製
造
業
者
に
差
額

を
儲
り
さ
せ
る
、
某
貯
臓
が
重
き
る
に
至
勺
校
時
で
も

(
第
三
駿
一
五
三
)

G. Subercaseaux; op. cit" pp・220-221.1) 



品
川
、
勢
賃
や
俸
給
は
恐
ら
〈
物
贋
吉
岡

ι割
合
に
高
く

な
っ
て
ゐ
な
い
で
ゐ
ら
う
、
其
勢
貨
や
俸
給
が
遅
れ
て

ゐ
る
丈
、
製
造
業
者
の
利
盆
は
、
或
は
勢
貨
が
迫
感
す

る
た
め
に
生
や
る
可
能
の
あ
る
乳
牒
や
同
盟
罷
業
に
依

て
相
殺
色
れ
る
こ
ご
が
ゐ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
前
残

存
す
る
。
最
後
に
矯
替
の
下
落
が
止
ま
っ
た
ご
椴
定
す

れ
ば
物
侵
ご
勢
賃
ご
の
新
な
る
均
衡
が
得
ら
れ
、
下
落

し
た
る
鋳
替
は
製
品
現
業
者
に
ご
っ
て
利
盆
あ
る
も
の
で

無
く
な
る
o
」
彼
は
術
緩
い
て
言
ふ
。

「
此
結
に
於
て
、
工
業
家
の
利
盆
が
、
必
し
も
彼
等

自
身
の
希
望
か
ら
で
な
〈
て
も
、
そ
れ
は
主
己

Lτ
白

闘
の
労
働
者
、
俸
給
生
活
者
、
定
額
般
入
を
受
〈
る
階

級
の
ギ
ケ
ッ
ト
か
ら
獲
得
さ
れ
た
こ
Z
は
充
分
明
か
で

ゐ
る
。
勢
働
者
の
所
得
の
増
加
は
比
較
的
議
〈
俸
給
は

術
一
一
暦
遅
〈
、
定
額
股
入
は
少
し
も
増
加
せ
な
い
。
輪

出
品
の
償
格
は
矯
替
が
下
落
す
る
古
車
も
に
騰
貴
す

る
、
園
内
の
物
債
は
是
れ
に
績
く
。
除
出
品
の
債
格
は

必
し
も
潟
替
が
下
落
し
た
ご
同
じ
割
合
で
騰
貴
せ
な

い
、
|
|
若
[
同
じ
割
合
で
騰
貴
す
れ
ば
潟
替
下
落
は

輪
出
貿
易
を
促
匙
せ

L
め
な
い
ー
で
あ
ら
う
。
夏
に
園
内

難

震
帯
四
誼
闘
に
よ
る
輸
出
帯
加
臣
蔵
て

鯨

の
物
慣
も
輸
出
口
聞
の
痩
格
吉
岡
じ
割
合
で
必
し
も
騰
貴

せ
な
い
。
閣
内
の
購
買
力
の
制
限
や
政
府
の
調
節
等
が

是
れ
を
よ
ち
低
位
に
保
た
う
ご
せ
し
め
る
。
然

L
何
れ

に
し
て
も
、
下
落
し
っ
、
あ
る
潟
替
に
依
て
輸
出
貿
易

に
奥
へ
ら
れ
た
る
利
盆
は
、
主
主
し
て
中
流
及
び
勢
働

階
級
を
犠
牲
に
し
て
獲
得
せ
ら
れ
る

}
-
Z
は
、
依
然
ご

し
て
間
違
の
な
い
-
)
芭
で
あ
る
。
是
等
の
階
級
ご
そ

は
、
馬
克
の
下
落
に
依
っ
て
濁
逸
の
輪
出
貿
易
に
奥
へ

ら
れ
た
る
人
然
的
プ
ケ
‘
、
ヤ
ム
を
支
梯
ム
人

F々

で
あ

る」
0突

に
以
上
の
一
百
に
劃
す
る
濁
逸
の
質
例
を
血
中
げ
る
d

千
九
百
二
十
二
年
の
六
月
に
於
て
、
食
料
品
の
積
格
は

戦
前
の
六
十
倍
乃
至
七
十
倍
に
、
衣
類
の
債
格
は
入
十

倍
乃
至
百
倍
に
騰
貴
し
た
。
然
る
に
勢
賃
は
平
均
約

二
十
五
倍
で
、
中
位
の
俸
給
は
平
均
十
五
倍
乃
至
十
入

倍
、
高
伎
の
俸
給
は
七
倍
乃
至
十
一
倍
の
騰
貴
で
あ
っ

て
、
定
額
枚
入
に
至
つ
て
は
少
し
も
増
加
せ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
(
詫
)

(
詰
)
右
の
脂
宇
は
千
九
百
二
十
一
年
七
用
十
五
日
白
「
ネ
?
ジ
ョ
ン
」

に
出
f
た
る
出

Z

ロ
E
H
Z
F
E
兵
の
論
文
か
ら
引
用
せ
ら
れ
た
も
白

第
十
九
巻

(
第
三
腕
一
一
且
コ
一
)

四
六

H. C. Walter. Modern Foreign Exchange 2nd ed. 1924 pp・93日 94
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雑

録

司
胡
骨
白
逝
調
に
よ
る
輸
出
靖
加
に
就
て

で
あ
る
が
、
元
は
プ
ロ
シ
ヤ
の
首
相
が
其
議
曾
に
示
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
其
精
確
な
る
事
に
就
て
は

H
氏
及
び
υ
品
時
錨
乙
に
居
っ
た

W
民
出
調

査
に
依
て
認
め
て
ゐ
る
。

鴬
替
の
下
落
に
よ
る
輸
出
者
の
利
盆
が
主
ご
し
て
上

遁
の
如
き
池
程
に
依
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
は

篤
替
下
落
よ
り
起
る
輪
出
の
増
進
、
轍
入
の
抑
制
は
一

闘
に
取
り
て
好
ま
し
吉
も
の
な
り
や
否
や
の
問
題
を
生

守
る
司
】
芝
、
な
る
。
勿
論
何
時
か
は
輪
出
が
利
盆
ゐ
る

も
の
で
な
〈
な
・
旬
、
勢
働
者
、
俸
給
生
活
者
等
の
所
得

も
大
時
物
園
慣
ご
均
衡
が
さ
れ
る
様
に
な
る
で
あ
ら
フ
。

其
時
期
が
何
時
で
あ
る
か
は
、

4
2
F
2
も
云
へ
る
如

c

「
卸
論
的
に
言
ふ
-
』
ご
は
不
可
能
で
あ
る
様
に
見
え
る
、

共
時
期
は
確
か
に
闘
に
依
て
異
り
、
就
中
、
其
闘
が
工

業
的
で
あ
る
程
度
、
組
織
さ
れ
た
る
努
働
者
の
力
、
主
(

闘
が
食
刻
及
び
原
料
に
閲
し
て
自
給
し
得
る
程
度
に
依

て
異
る
」
。
然
し
共
時
に
達
す
る
山
辺
の
期
間
が
長
げ
れ

ば
其
北
赴
命
目
的
不
安
の
綴
〈
可
能
性
が
大
で
あ
る
、
何

ご
な
れ
ば
物
贋
の
一
般
的
暴
騰
に
依
て
多
数
の
も
の
、

生
活
は
脅
さ
れ
次
第
に
困
難
さ
な
る
。
「
労
働
者
の
賃

銀
は
絶
b
A
V
増
加
l
っ
、
あ
勺
て
も
、
ぞ
れ
は
物
岡
田
騰

第
十
九
番

(
第
三
規
一
五
四
)

四
六

貴
の
た
め
に
何
物
を
も
意
味
せ
な
い
、
彼
等
は
、
俸
給

者
階
級
に
至
つ
て
は
併
一
具
、
増
大
せ
る
生
活
費
に
堪
へ

る
こ

Z
が
出
来
な
い
、
定
額
牧
入
で
生
活
す
る
階
級
の

購
買
力
は
夙
く
に
消
失
し
T
し
ま
っ

τゐ
る
、

E
-

外
国
の
市
場
は
紙
廉
な
る
日
開
物
仁
飽
満
し
、
或
は
関
税

や
禁
令
に
依

τ其
れ
を
排
除
す
る
に
至
る
、
下
落
し
つ

う
あ
る
潟
替
は
其
聞
に
製
造
品
の
生
産
費
を
増
大
し
、

遂
に
は
磨
損
又
は
陳
腐
Z
な
れ
る
機
械
を
取
替
へ
、
貯

蔵
品
を
維
持
す
る
に
は
・
莫
大
な
資
本
を
要
す
る
-
」
ご

に
な
り
、
企
業
は
た
め
に
不
振
古
な
る
。
製
造
品
の
騰

貴
は
、
就
中
、
農
業
者
を
し
て
彼
等
自
身
の
必
要
以
上

に
俄
分
の
生
産
を
す
る
こ
ど
は
最
早
引
合
は
な
い
様
な

扶
態
に
近
付
か
せ
る
、
.
一
岡
家
の
財
政
も
、
以
前

の
通
貨
優
位
で
定
め
ら
れ
た
租
税
で
は
、
新
し
い
通
貨

痕
低
で
決
定
さ
れ
た
る
経
費
を
支
帰
す
る
事
が
出
来
な

い
か
ら
、
絶
望
的
に
な
る
。
凡
て
是
等
の
妹
態
及
び
其

れ
が
漸
次
強
烈
ご
な
る
結
巣

Z
L
て
、
不
満
言
不
信
任

が
増
大
し
遂
に
は
園
家
及
枇
曾
共
の
も
の
、
組
織
を
危

〈
す
る
に
至
る
」
。

都
っ
て
我
闘
の
現
献
を
見
る
時
、
持
替
の
下
落
が
倫

c. W.:l.lter ; op. dt.. p. 95 

C. Walter ; op. cit.， pp. 95-96 
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績
〈
な
ら
は
漸
攻
以
上
の
如
、
昔
、
放
態
に
進
ん
で
行
〈
-
」

正
に
な
る
虞
れ
が
な
い
ご
は
云
へ
品
。
柏
崎
替
下
落
に
よ

る
聡
出
の
増
加
に
就

τ、
論
者
は
一
五
ム
か
も
知
れ
品
、

我
闘
の
験
出
口
聞
の
大
宗
は
生
糸
で
あ
る
o

そ
れ
は
森
修

ロ
聞
で
あ
る
か
ら
其
輸
出
に
依

t
大
い
に
儲
け
る
こ
ご
は

差
支
な
い
Z
3
然
し
生
糸
も
輸
出
総
額
の
宇
ば
を
占
む

る
に
至
ら
な

ν
、
而
h
脊
修
品
た
る
以
上
、
其
需
要
仁

は
際
限
が
あ
る
o
立
(
他
の
輪
出
品
に
至
つ
て
は
原
料
守

外
因
よ
り
仰
が
な
げ
れ
ば
な
ら
必
も
の
が
多
い
¥
此
知
一

は
阪
に
識
者
に
依
て
言
は
れ

τゐ
る
如
〈
、
総
入
口
問
が
一

高
(
な
け
れ
ば
自
然
、
輪
出
品
も
高
〈
な
る
。
業
他
国

民
の
生
活
必
需
品
に
し
て
外
岡
よ

b
仰
向
、
べ
き
必
要
の

ゐ
る
も
の
も
多
い
o

此
市
聞
の
問
題
は
可
成
、
り
複
雑
な
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
向
研
究
せ
ら
る
べ
き
品
川
地
は
多

r
、
只
矯
替

ω下
落
の
総
額
仁
依
て
輸
出
の
増
加
、
職
入

の
誠
少
が
甚
し
〈
な
れ
ば
、
前
越
の
弊
害
の
起
り
得
る

こ
ご
は
間
違
ひ
な
い
。
思
ふ
に
金
の
総
出
入
の
自
由
な

る
閥
に
於
て
、
震
替
相
場
が
自
由
鋳
造
制
度
の
存
在
に

よ
っ
て
、
金
の
輸
出
入
勤
を
上
下
の
限
界
F
し
て
騰
落

し
、
其
限
界
を
越
へ
な
い
ご
い
ふ
喧
』
ご
は
板
め
て
微
妙

難

録

統
計
的
計
勤

な
る
制
度
で
あ
る
。
怨
替
相
場
が
此
限
界
を
越
へ
て
甚

し
く
騰
落
す
る
ニ
正
は
順
逆
何
れ
の
方
向
に
於
て
も
好

ま
し
か
ら
グ
る
結
呆
を
生
守
る
。
従
っ
て
輪
出
入
の
均

衡
庚
〈
云
へ
ば
国
際
収
支

ω均
衡
ご
小
ム

Z
も
此
限
度

内
に
於
て
通
営
に
維
持
さ
る
べ
き
も
の
で
ゐ
ら
う
。
此

勅
よ
め
見

τも
我
岡
現
在
の
金
輪
出
禁
止
は
可
及
的
速

か
に
解
除
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
o
(
士一一、七
J

一三、)


